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鳥
居
会
長
年
頭
ご
挨
拶 

          

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

と
も
ど
も
良
い
お
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
大
変
ご
協
力
を
賜
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

長
期
予
報
で
は
、
暖
冬
と
の
こ
と
で

す
が
、
近
年
の
地
球
全
体
の
環
境
変
化

で
ど
う
な
り
ま
し
ょ
う
か
？
天
変
地
異

の
な
き
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
Ｏ
Ｂ
会
は
、
昨
年
十
五
周

年
を
迎
え
、
会
員
数
は
六
百
名
を
超
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

 

会
の
運
営
方
針
と
し
て
は
、
従
来
同

様
、
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
、
歩
こ
う
会
、
作
品
展
、
趣
味
の
会 

な
ど
、
心
身
の
健
康
増
進
と
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
様
に
お
役
立
ち
で
き
る
こ
と
を
念
じ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

私
の
謡
曲
の
友
人
で
、
元
カ
ネ
ボ
ウ

で
長
浜
に
も
住
ま
い
さ
れ
た
方
が
お
ら

れ
ま
す
が
、
会
社
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
Ｏ
Ｂ
会
ど
こ
ろ
で
な
く
、
寂
し
い

と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
ま
た
、
昨
今
の
会
社
合
併
な
ど
で
統

一
し
た
Ｏ
Ｂ
会
運
営
が
む
つ
か
し
い
会

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
わ
が
Ｏ

Ｂ
会
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
、
Ｏ
Ｂ
会
の
各
種
催
し
に
多

数
ご
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
、
な
ら

び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
員
の
方
々
の

ご
活
動
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

本
年
の
総
会
は
、
五
月
二
十
五
日

（
金
）
に
平
塚
工
場
で
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
予
定

に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
奮
っ
て
参
加
願

い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。 

平
成
十
八
年
十
一
月
九
日
（
木
） 

場
所 

大
阪
・
道
修
町
「
田
舎
家
」 

参
加
者
二
十
七
名 

山
口
滋
支
部
長
、

加
藤
敏
雄
、
宇
塚
正
、
岡
本
益
弘
、
奥

田
公
具
、
押
切
繁
、
小
野
博
三
、
加
藤

龍
雄
、
熊
倉
寛
、
小
森
喜
成
、
内
藤
次

生
、
中
谷
昌
弘
、
中
村
光
男
、
西
本
郁

夫
、
能
瀬
庄
一
、
平
井
穣
、
福
井
久
、

松
本
弘
、
山
口
陸
雄
、
山
本
功
、
吉
川

康
夫
、
吉
田
康
子
、
单
博
子
、（
以
下
現

役
）
小
篠
支
社
長
、
神
代
真
美
子
、
古

川
千
佳
子
、
山
浦
真
早
美 

今
総
会
は
趣
向
を
変
え
て
大
阪
市
内

道
修
町
の
居
酒
屋
「
田
舎
家
」
を
借
り

切
っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。 

山
口
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
行
事
・

会
計
報
告
で
始
ま
り
、
加
藤
敏
雄
さ
ん

の
心
に
沁
み
る
ご
挨
拶
、
そ
し
て
中
村

光
男
さ
ん
の
力
強
い
乾
杯
で
開
宴
。 

               

遠
く
は
四
国
か
ら
馳
せ
参
じ
て
く
れ

た
お
二
人
を
始
め
、
ゲ
ス
ト
の
小
篠
関

西
支
社
長
（
会
社
近
況
報
告
あ
り
）、
現

役
女
性
を
含
め
二
十
七
人
が
「
今
日
は

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
で
す
」
の
一
声
で
勢

い
よ
く
食
べ
飲
み
始
め
る
。 

酔
う
ほ
ど
に
席
を
移
動
す
る
人
が
多

く
な
り
懐
旧
談
や
近
況
交
換
の
話
に
花

が
咲
い
て
い
る
。 

十
時
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
、
昨
年
同
様
、

有
志
に
よ
る
忘
年
会
の
提
案
が
あ
り
こ

れ
を
機
に
中
締
め
散
会
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
熊
倉 

寛
記
） 

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
（
金
） 

場
所 

平
塚
工
場 

 

 

詳
細
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

本
部
第
五
十
三
回
歩
こ
う
会 

 
 
 

 

東
京
下
町
を
歩
く 

両
国
界
隇
散
策 

 

平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日
（
火
） 

参
加
者
二
十
七
名 

安
彦
隆
、
石
橋
正

康
、
市
村
義
雄
、
伊
藤
敬
輔
、
伊
藤
夫

人
（
圭
）、
岩
田
幸
三
、
木
沢
英
雄
、
木

原
仁
博
、
近
藤
久
美
、
栄
洋
一
、
坂
本

堅
一
、
佐
藤
勇
、
塩
澤
敏
行
、
下
瀬
英

樹
、
白
崎
勝
、
柘
植
茂
、
土
川
猛
弘
、

花
田
正
一
郎
、
原
田
浩
次
、
平
松
久
、

藤
原
志
朗
、
部
谷
宣
之
、
松
内
俊
夫
、

宮
下
和
久
、
山
本
猛
、
山
谷
章
浩
、
吉

井
靖 

 

当
日
は
雨
天
の
中
、
総
勢
二
十
七
名

（
内
初
参
加
三
名
）
が
、
両
国
駅
西
口

改
札
口
に
集
合
。 

定
刻
十
三
時
五
分
、

全
員
元
気
よ
く
傘
を
差
し
て
出
発
。 

 

ま
ず
、
両
国
国
技
館
附
設
の
「
相
撲

博
物
館
」
を
見
学
。
若
い
館
員
の
熱
の

こ
も
っ
た
説
明
を
受
け
な
が
ら
観
覧
。 

 
 
 
 
 

 
 

 

次
に
予
定
し
て
い
た
「
旧
安
田
庭
園
」

「
隅
田
川
テ
ラ
ス
遊
歩
」｢

両
国
橋｣

は

割
愛
。
回
向
院
に
直
行
。 

 

回
向
院
は
明
暦
三
年
の
振
袖
火
事
で

犠
牲
に
な
っ
た
無
縁
仏
を
供
養
す
る
た

め
、
開
創
さ
れ
た
無
縁
寺
で
す
。
そ
の

後
、
火
災
、
風
水
害
、
震
災
な
ど
で
横

死
し
た
無
縁
仏
を
葬
る
習
わ
し
と
な
っ

て
、
現
在
、
境
内
に
は
多
く
の
供
養
塔

が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

「
鼠
小
僧
次
郎
吉
の
墓
」
が
異
彩
を
放

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

回
向
院
が
人
を
集
め
た
の
は
、
一
つ

に
は
相
撲
興
行
に
あ
り
ま
す
。
天
保
四

年
か
ら
明
治
四
十
二
年
の
旧
両
国
国
技

館
完
成
ま
で
、
春
秋
二
回
境
内
で
相
撲

が
興
行
さ
れ
て
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
行
は
、
雨
に
濡
れ
た
石
塔
に
手
を

合
せ
冥
福
を
祈
り
、
防
災
へ
の
覚
悟
を

新
た
に
し
つ
つ
退
去
。
裏
門
を
く
ぐ
り
、

旧
吉
良
邸
に
通
じ
る
無
縁
寺
裏
通
り
に

出
る
。 

               

 

大
阪
支
部
定
期
総
会 

 

本
年
度
Ｏ
Ｂ
会
総
会
予
告 

 

歩
こ
う
会 

お
元
気
で
す
か 

 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
五
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元
禄
十
五
年
赤
穂
浪
士
が
討
ち
入
っ

た
吉
良
邸
は
、
当
時
二
五
五
〇
坪
を
擁

す
る
堅
牢
な
屋
敷
で
し
た
が
、
今
は
、

敷
地
の
ほ
ん
の
一
部
が
松
坂
町
公
園
と

な
っ
て
い
て
、
な
ま
こ
塀
に
囲
わ
れ
た

そ
の
中
に
「
吉
良
首
洗
い
井
戸
」
を
残

し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
一
行
は
、
雨
を
厭
わ
ず
歩

を
進
め
、「
芥
川
龍
之
介
文
学
碑
」
「
勝

海
舟
生
誕
地
」「
一
茶
寓
居
跡
」「
北
斎

生
誕
地
」
を
巡
り
、「
江
戸
東
京
博
物

館
」
に
至
る
。 

 

こ
こ
で
、
傘
を
す
ぼ
め
て
、
一
息
つ

く
。
五
十
分
間
、
館
内
を
自
由
参
観
。 

 

最
終
の
懇
親
会
場
は
、
Ｊ
Ｒ
両
国
駅

の
駅
舎
を
利
用
し
た
居
酒
屋
。
天
井
が

高
く
実
物
の
土
俵
が
設
け
て
あ
り
、
相

撲
甚
句
の
流
れ
る
相
撲
ム
ー
ド
が
横
溢

し
た
店
で
す
。
そ
れ
に
合
せ
て
「
ち
ゃ

ん
こ
鍋
」
を
囲
む
。
一
同
、
雨
中
同
行

の
仲
間
を
労
い
合
っ
て
歓
談
。 

 

十
八
時
三
十
分
、
三
本
締
め
で
お
開

き
。
相
撲
甚
句
を
背
に
散
会
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

（
岩
田
幸
三 

記
） 

  

長
浜
支
部
歩
こ
う
会 

 
 
 
 

 

 

関
が
原
古
戦
場
ハ
イ
ク 

 
 
 

 

 

平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日
（
火
） 

参
加
者
十
六
名 

磯
田
智
、
岩
根
信

次
、
梶
道
信
、
後
藤
健
二
、
小
林
守
、

柴
田
清
廣
、
武
内
英
之
、
外
海
金
太
郎
、 

富
岡
秀
雄
、
西
沢
芳
朗
、
西
島
藤
夫
、

馬
場
智
章
、
武
蔵
秀
夫
、
森
川
栄
壽
、

安
野
孝
美
、
世
森
幹
治 

 

当
日
は
う
す
曇
、
絶
好
の
ハ
イ
ク
日

和
と
な
る
。 

 

ダ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
の
駐
車
場
に
集
合
、

こ
こ
か
ら
車
四
台
に
分
乗
し
「
関
ヶ
原

歴
史
民
族
資
料
館
」
に
赴
く
。 

 

                   

こ
こ
か
ら
女
性
ガ
イ
ド
加
納
さ
ん
の 

説
明
を
受
け
な
が
ら
の
行
動
と
な
る
。 

 

館
内
で
”
天
下
分
け
目
の
合
戦
”
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
の
説
明
を
う

け
る
。 

そ
の
中
で
「
皆
さ
ん
長
浜
か
ら

来
ら
れ
た
人
な
の
で
よ
く
ご
存
知
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
戦
い
は
小
早
川
秀
秋

の
寝
返
り
に
よ
り
勝
敗
が
決
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
同
調
し
た
の
が
脇
坂
、

朽
木
、
小
川
、
赤
座
の
各
陣
営
で
い
ず

れ
も
、
近
江
出
身
の
武
将
で
す
。」
と
の

説
明
、
や
や
複
雑
な
心
境
と
な
る
。 

 

館
内
展
示
品
の
解
説
を
受
け
た
後
、

い
よ
い
よ
ウ
オ
ー
ク
開
始
。 

 

関
ヶ
原
は
”
一
里
四
方
”
と
呼
ば
れ

る
ご
と
く
東
西
四
㎞
、
单
北
四
㎞
の
中

に
西
軍
、
東
軍
合
わ
せ
て
十
六
万
人
の 

武
将
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
各

陣
営
の
配
置
も
そ
ん
な
に
距
離
は
な
く
、

陣
営
め
ぐ
り
の
ウ
オ
ー
ク
は
少
し
の
高

低
差
は
あ
る
も
の
の
、
平
地
の
の
ど
か

な
田
園
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
一
日
を 

過
ご
し
た
。 

 

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
お
よ
び
案
内
標
識
も

わ
か
り
や
す
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
事
前
に
申
し
込
め
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
も
無
料
で
案
内
を
し
て
い
た

だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ウ
オ
ー
ク
終
了
後
、
長
浜
に
戻
り
、

有
志
に
よ
る
”
軽
く
一
杯
”
で
の
ど
を

潤
し
、
本
日
の
予
定
を
無
事
終
了
し
た
。 

 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、 

関
が
原
歴
史
民
族
資
料
館
→
黒
田
長
政

陣
跡
・
丸
山
烽
火
場
→
石
田
三
成
陣
跡

（
昼
食
）
→
島
津
義
弘
陣
跡
→
小
西
行

長
陣
跡
（
開
戦
地
）
→
宇
喜
多
秀
家
陣

跡
→
大
谷
義
継
の
墓
→
壬
申
の
乱
の

“
黒
血
川
”、“
自
害
峯
”
→
不
破
の
関

守
跡
→
福
島
正
則
陣
跡
→
京
極
・
藤
堂

陣
跡
→
西
首
塚
→
東
首
塚
→
徳
川
家
康

最
後
陣
跡
→
民
族
資
料
館 

 

で
、
距
離
と
し
て
は
約
十
㎞
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

（
磯
田 

智 

記
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

大
阪
支
部
第
二
十
三
回
樹
楽
会 

 
 

 

武
庫
川
渓
谷
を
歩
く 

 
 
 
 
 

 

 

平
成
十
八
年
七
月
十
日
（
月
） 

参
加
者
十
名 

奥
田
公
具
、
熊
倉
寛
、

岡
本
益
弘
、
福
井
久
、
松
本
夫
人 

内
藤
次
生
、
吉
田
康
子
、
山
口
陸
雄
、

平
井
穣
、
松
本
弘 

 

Ｊ
Ｒ
宝
塚
駅
か
ら
ひ
と
駅
で
集
合
場

所
の
生
瀬
駅
。 

 

梅
雨
の
最
中
だ
が
、
薄
曇
り
時
々
陽

射
し
あ
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
好
条
件
。 

 

今
回
は
、
二
十
年
前
に
廃
線
と
な
っ

た
旧
福
知
山
線
の
軌
道
跡
を
武
田
尾
温 

泉
ま
で
約
二
時
間
歩
く 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
武
庫
川
渓
谷
沿
い

で
岩
石
等
の
景
観
も
良
く
、
ま
た
当
時

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
長
短
幾
つ
も
の
ト 

                 

ン
ネ
ル
く
ぐ
り
を
楽
し
め
る
。 

 

一
同
、
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
入
口
で
記

念
撮
影
。
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
、
濡
れ

た
枕
木
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
ト
ン
ネ

ル
の
中
を
歩
く
。 

 

三
番
目
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
る

と
、
対
岸
に
渡
る
鉄
橋
だ
。
渓
流
を
眺

め
な
が
ら
渡
り
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
ま

た
ト
ン
ネ
ル
が
二
つ
続
き
、
や
が
て
武

田
尾
温
泉
入
口
に
さ
し
か
か
り
、
こ
こ

で
昼
食
。 

 

こ
の
温
泉
街
は
、
先
年
の
台
風
で
崖

崩
れ
や
大
橋
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
、
い
ま
だ
に
工
事
中
で
、
す
っ

か
り
さ
び
れ
た
状
況
に
あ
る
。 

 

辛
う
じ
て
営
業
し
て
い
る
感
じ
の
老

舗
宿
の
岩
窟
風
呂
で
汗
を
流
し
、
ビ
ー

ル
を
飲
み
干
す
。 

 

ト
ン
ネ
ル
鉄
橋
の
中
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
武

田
尾
駅
か
ら
宝
塚
へ
。
そ
し
て
全
員
が

阪
急
電
車
に
乗
り
換
え
て
「
十
三
」
で 

懇
親
し
た
の
で
あ
っ
た
。（
熊
倉
寛 

記
） 

 

本
部
第
二
十
六
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

 

平
成
十
八
年
十
月
五
日
（
木
） 

 

湘
单
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
一
名 

坂
本
堅
一
、
東
田
浩

作
、
小
宮
康
正
、
渡
部
一
蔵
、
平
野
博

之
、
長
嶺
英
則
、
山
田
守
士
、
中
川
芳

高
、
高
橋
健
二
、
牧
原
稔
、
篠
島
秀
明 

 

当
日
は
、
当
初
、
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

る
雨
模
様
の
天
気
の
日
で
し
た
が
、
ス

タ
ー
ト
す
る
頃
に
な
っ
て
不
思
議
に
雨

は
止
み
、
前
半
の
ア
ウ
ト
は
殆
ん
ど
雨

と
は
無
縁
で
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

午
後
に
な
っ
て
雨
の
気
配
が
強
ま
り
、

む
し
ろ
若
手
が
プ
レ
ー
を
躊
躇
す
る
中
、

坂
本
さ
ん
の
元
気
さ
に
引
き
ず
ら
れ
る

形
で
、
後
半
の
イ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
最
後
ま
で
小
雨
程
度
で
収
ま

り
、
続
け
て
よ
か
っ
た
と
い
う
の
が
プ 

                 

ゴ
ル
フ
同
好
会 
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レ
ー
を
終
え
た
後
の
皆
さ
ん
の
感
想
で

し
た
。 

 

渡
部
さ
ん
と
山
田
さ
ん
が
体
調
を
考

え
て
後
半
の
イ
ン
を
プ
レ
ー
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
前
半
の
ア

ウ
ト
は
充
分
に
楽
し
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

今
回
は
初
参
加
者
が
五
名
に
も
な
っ

た
の
が
収
穫
で
し
た
が
、
参
加
者
が
十

一
名
と
少
な
く
、
プ
レ
ー
後
の
打
ち
上

げ
の
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
次

回
か
ら
の
参
加
者
の
増
加
が
図
れ
る
か

が
一
つ
の
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
七
十
七
歳
以
上
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
優
勝
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
た
め
の

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
改
定
も
検
討
課
題

と
し
て
話
題
に
上
り
ま
し
た
。 

優 

勝 

牧
原 

稔 

準
優
勝 

小
宮
康
正 

第
三
位 

平
野
博
之 

 

次
回
は
、
平
成
十
九
年
五
月
八
日

（
火
）
に
湘
单
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
の
予
定
で
す
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
篠
島
秀
明 

記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

長
浜
支
部
第
二
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
八
年
十
月
六
日
（
金
） 

 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

参
加
者
二
十
一
名 

笹
原
榮
之
助
、
小

林
一
好
、
柴
田
弥
蔵
、
竹
田
善
祐
、
富

岡
秀
雄
、
森
川
栄
寿
、
西
沢
芳
朗
、
辻

彦
太
郎
、
西
田
英
一
郎
、
服
部
重
受
、

加
藤
勲
、
山
田
知
男
、
松
宮
正
之
、
野

田
和
久
、
岩
根
信
次
、
尾
本
光
弘
、
武

田
了
久
、
矢
作
憲
三
、
鈴
木
健
治
、
野

村
勝
彦
、
柴
田
清
広 

 

前
日
夕
刻
よ
り
降
り
続
く
雨
の
天
気

で
、
中
止
す
る
か
迷
っ
た
が
、
午
後
か

ら
回
復
と
い
う
予
報
を
信
じ
て
決
行
す 

                

る
こ
と
と
な
り
、
秋
雨
の
中
を
ス
タ
ー 

ト
。 

 

予
報
よ
り
早
め
に
雨
は
止
ん
だ
も
の

の
、
水
溜
ま
り
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
、
雨

で
濡
れ
た
ラ
フ
の
芝
に
悩
ま
さ
れ
て
全

員
苦
戦
の
プ
レ
ー
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
に
よ
る
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
に
恵
ま
れ

た
柴
田
清
広
氏
が
優
勝
を
さ
ら
い
、
準

優
勝
は
実
力
通
り
ベ
ス
グ
ロ
賞
も
獲
得

し
た
笹
原
榮
之
助
氏
、
三
位
は
常
に
堅

実
な
プ
レ
ー
を
さ
れ
る
野
田
和
久
氏
が

入
賞
。 

 

い
つ
も
の
通
り
、
プ
レ
ー
終
了
後
、

場
所
を
社
員
会
館
に
移
し
て
懇
親
会
を

開
催
。
表
彰
式
、
馬
券
と
オ
ネ
ス
ト
ジ

ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
配
当
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
行
事
が
進
む
に
つ
れ
て
、
酔
い
も

回
っ
て
成
績
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
ゴ
ル

フ
談
義
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
。 

 

森
川
支
部
長
の
音
頭
に
よ
る
一
本
締

め
で
散
会
し
、
中
秋
の
名
月
の
夜
道
を

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
帰
宅
。 

 

優 

勝 

柴
田
清
広 

 

準
優
勝 

笹
原
榮
之
助 

 

第
三
位 

野
田
和
久 

 
 
 
 
 
 

(

柴
田 

清
広 

記) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
支
部
第
十
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

 

平
成
十
八
年
十
月
六
日
（
金
） 

 

神
戸
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
Ｇ
Ｃ 

参
加
者
六
名 

宇
塚
正
、
岡
本
益
弘
、

平
井
穣
、
山
本
功
、
吉
田
康
子
、
古
川

千
佳
子 

(

現
役) 

 

今
回
は
、
病
欠
・
所
用
な
ど
に
て
参

加
者
数
六
名
と
寂
し
い
会
と
な
っ
た
が
、

現
役
の
古
川
嬢
が
花
を
添
え
、
ま
た
、

前
日
ま
で
の
雨
天
の
予
報
に
も
拘
わ
ら

ず
、
傘
も
不
要
の
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

と
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
会

と
な
っ
た
。 

 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
、
最
近
ゴ
ル

フ
の
腕
を
上
げ
て
き
た
吉
田
康
子
さ
ん

が
人
生
初
の
優
勝
を
と
げ
て
大
喜
び
で

あ
っ
た
。（
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
た

の
で
し
ょ
う
） 

                

優 

勝 

吉
田
康
子 

準
優
勝 

宇
塚 

正 

第
三
位 

平
井 

 

穣 

 
 
 
 
 
 

（
平
井 

穣 

記
） 

 
 
 

 

九
州
支
部
第
一
回
ゴ
ル
フ
会 

 
 

 

 

平
成
十
八
年
十
月
二
日
（
月
） 

 

玄
海
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

参
加
者
六
名 

相
馬
義
一
、
桑
村
卓
正
、

菊
浪
義
信
、
入
江
勝
彦
、
原
田
幸
裕
、

甲
斐
国
紘 

 

九
州
支
部
の
第
一
回
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

直
前
に
な
っ
て
幹
事
二
名
（
両
柴
田
）

が
参
加
で
き
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
も
の
の
、
晴
天
の
中
、
和
気
藹
々

の
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

玄
海
ゴ
ル
フ
は
、
九
州
の
名
門
コ
ー

ス
で
、
営
業
出
身
の
皆
さ
ん
は
、
昔
よ

く
廻
っ
た
コ
ー
ス
、
若
か
り
し
昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
心
ゆ
く
ま
で
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

                  

 

栄
え
あ
る
第
一
回
の
優
勝
者
は
菊
浪 

さ
ん
、
ベ
ス
グ
ロ
は
入
江
さ
ん
、
相
馬

支
部
長
は
、
予
想
ど
お
り
メ
ー
カ
ー
で 

し
た
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田
寿
一 

記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

本
部
地
区
第
十
二
回
テ
ニ
ス
大
会 

平
成
十
八
年
十
月
十
日(

火) 

場
所 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
東
京
・
高
井
戸
） 

参
加
者
十
八
名 

伊
藤
春
生
、
市
村
義

雄
、
岡
田
五
郎
、
加
藤
欽
一
、
川
上
治

夫
、
木
村
芳
朗
、
駒
橋
武
男
、
坂
本
堅

一
、
笹
本
宏
昭
、
関
守
二
、
高
橋
義
衛
、

塚
田
正
昭
、
土
川
猛
弘
、
鳥
居
正
義 

堀
河
勲
、
宮
下
和
久
、
安
田
久
雄
、
山

本
彊 

 
 

                 

テ
ニ
ス
同
好
会 
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当
日
は
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
テ
ニ
ス

日
和
。
総
勢
十
八
名
の
参
加
を
得
て
、 

盛
会
の
テ
ニ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
る
塚
田
さ
ん
は
、
怪
我
で
テ
ニ
ス
が

で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
参
加

い
た
だ
き
、
試
合
の
組
合
せ
な
ど
裏
方

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

試
合
は
、
い
つ
も
の
と
お
り
、
四
ゲ

ー
ム
先
取
の
方
式
で
行
わ
れ
、
各
人
、

四
～
六
試
合
の
試
合
を
行
な
い
ま
し
た 

が
、
内
容
的
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
と
は
思
え

ぬ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い
好
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
、
三
時
間
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ニ
ス
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

食
堂
で
懇
親
会
を
開
催
。
反
省
会
を
か

ね
て
テ
ニ
ス
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
十

九
時
ご
ろ
閉
会
。 

 

な
お
、
次
回
は
来
年
五
月
十
五
日

（
火
）
開
催
予
定
。（
宮
下
和
久 

記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
第
十
六
回
撮
影
会
」 

鎌
倉
・
円
覚
寺
ほ
か 

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日
（
水
） 

参
加
者
九
名 

久
保
秀
雄
、
関
守
二
、

永
松
啓
至
、
塙
宏
、
広
江
昭
道
、
柳
澤

知
男
、
山
崎
勲
、
山
本
猛
、
吉
井
道
郎 

 

秋
の
紅
葉
撮
影
は
、
こ
こ
数
年
鎌
倉

で
行
っ
て
い
る
が
、
温
暖
化
の
影
響
か
、 

年
毎
に
色
づ
き
が
冴
え
な
く
な
っ
て
来 

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

九
時
三
十
分
北
鎌
倉
駅
集
合
。
早
速
、

円
覚
寺
に
入
る
。
前
日
と
は
打
っ
て
変

わ
り
快
晴
で
、
ま
さ
に
小
春
日
和
で
あ 

                

る
。
結
構
大
勢
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ 

ン
が
訪
れ
て
い
る
。
色
づ
い
た
紅
葉
を

探
し
、
十
一
時
頃
ま
で
撮
影
。 

 

そ
の
後
、
建
長
寺
に
向
か
う
。
建
長

寺
で
昼
食
、
記
念
撮
影
を
行
う
。 

十

三
時
頃
ま
で
撮
影
し
、
三
番
目
の
海
蔵

寺
に
向
か
う
。
途
中
、
亀
ヶ
谷
坂
切
通

し
を
通
り
十
三
時
三
十
分
頃
到
着
。
こ

の
寺
は
規
模
は
小
さ
い
が
、
紅
葉
の
色

づ
き
は
そ
こ
そ
こ
で
、
各
自
思
い
思
い

の
場
所
で
十
四
時
三
十
分
頃
ま
で
撮
影

し
、
本
日
の
撮
影
会
は
無
事
終
了
し
た
。 

 

こ
の
日
の
成
果
は
、
来
年
二
月
の
Ｏ

Ｂ
会
作
品
展
に
発
表
の
予
定
で
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
永
松
啓
至 

記
） 

 

長
浜
第
十
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
菱
友
会 

 

平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
（
月
） 

 

長
浜
サ
ン
ド
ー
ム 

参
加
者
二
十
五
名 

田
中
亘
、
藤
田 

稔
、
丸
山
寛
司
、
高
田
哲
、
寺
村
浜
江 

細
江
光
夫
、
武
内
昌
央
、
塚
田
義
隆
、

前
田
菊
枝
、
小
倉
英
義
、
北
川
久
男
、

小
山
巌
、
小
川
忠
治
、
今
庄
正
義
、
小

林
剛
、
小
林
辰
夫
、
浅
井
光
男
、
松
居 

稔
、
村
田
米
造
、
清
水
守
、
今
中
智
、

溝
口
厚
雄
、
東
田
昭
一
郎
、
藤
居
美
智

子 

 
 

今
回
は
十
回
目
と
い
う
こ
と
で
、

「
記
念
大
会
」
と
し
て
各
種
賞
品
も
準

備
し
、
二
十
五
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ 

て
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

北
川
久
男
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

五
チ
ー
ム
に
別
れ
て
の
リ
ー
グ
戦
が
開

始
さ
れ
、
午
前
九
時
す
ぎ
か
ら
午
後
の

三
時
頃
ま
で
の
長
時
間
に
亘
る
白
熱
戦 

を
戦
い
抜
き
ま
し
た
。 

 

ふ
だ
ん
は
地
元
の
チ
ー
ム
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
腕
自
慢
の
方
々
で
す
が
、
長

浜
工
場
で
共
に
働
い
た
仲
間
と
い
う
こ

と
で
、
真
剣
な
中
に
も
和
気
藹
々
と
し

た
雰
囲
気
の
戦
い
で
、
ゲ
ー
ム
を
満
喫

し
ま
し
た
。 

 
 

(

柴
田
清
廣 

記) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

 

▽
会
員
の
状
況 

全
会
員
数 

六
一
八
名 

本
部
三
四
九

名 

長
浜
一
八
一
名 

大
阪
三
七
名 

名
古
屋
二
二
名 

九
州
二
九
名 

 

（
平
成
十
八
年
十
二
月
末
日
現
在
） 

 

▽
訃
報 

佐
々
木
英
雄
殿 

平
成
十
八
年
九
月 

 
 

十
一
日
逝
去 

荒
木 

秀
浩
殿 

平
成
十
八
年
十
月 

 
 

十
九
日
逝
去 

中
村 

壽
夫
殿 

平
成
十
八
年
十
一
月

六
日
逝
去 

川
瀬 

新
三
殿 

平
成
十
八
年
十
二
月

四
日
逝
去 

 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
期 

平
成
十
九
年
二
月
十
二
日

（
月
）
～
二
月
十
八
日
（
日
） 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

 

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
四
時
ま
で
） 

場
所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示

室 

京
浜
東
北
線
関
内
駅
、
石
川
町
駅

よ
り
徒
歩
十
五
分
、
み
な
と
み
ら
い
線

日
本
大
通
り
駅
か
ら
徒
歩
五
分 

問
合
せ
先 

平
松
久 

電
話 

0
3

―3
7

0
0

―1
9

4
4

 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3

―3
7

0
8

―6
8

6
8
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